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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

令和７年度　　事後評価シート

当初 事　項 合併処理浄化槽設置整備事業費 予算主管課 循環型社会推進課

事　業

概　要

生活環境の保全等を図るため、市町が行う合併処理浄化槽の設置整備に対して補助す

る。

始期 1988

84.3 ％ 目標値 85.5

終期

Ｋ  P  Ｉ

汚水処理人口普及率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

実績値 86.3 ％ 実績値 ％

％

実績値 ％ 実績値 83.7 ％ 実績値 85.7 ％

％ 目標値 86.6 ％ 目標値 87.7R  4  年  度 目標値

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
57637 千円

最終現計

予算額
57627 千円

最終現計

予算額

100.2 ％ 達成率 99.7 ％ 達成率
ストック

/フロー
ストック 達成率 99.3 ％ 達成率

57627 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 38395 千円 決算額 40592 千円千円 決算額 29468 千円 決算額

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 28159 千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
汚水処理未普及の住宅に対し、各市町にて合併処理浄化槽設置に対する補助事業（国交付金・県補助金による間接補助も含

む）を継続して行っているが、設置希望者が伸び悩んでおり、未達成となった。

総括

見直し方向性 維持

整備費用の補助制度については、利用者の要望等を踏まえ補助対象工事を追加するなど、適宜、見直しも

実施しながら普及促進に努めているところであり、引き続き、市町及び浄化槽協会とも連携しながら合併

処理浄化槽設置の意義を周知徹底するとともに、必要に応じて、利用者の要望等を踏まえた制度改正につ

いても検討していく。

当初 事　項 「三浦保」愛基金環境保全活動支援事業費 予算主管課 環境・ゼロカーボン推進課

事　業

概　要

「三浦保」愛基金を活用し、環境保全又は自然保護に係る活動を行う非営利団体に対し

て、補助金を交付し、また、本県の環境保全や自然保護に積極的に取り組んでいる個人

や団体を表彰する活動を支援する。

始期 2008

終期

Ｋ  P  Ｉ

公募事業の応募団体数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 35 団体 目標値 35 団体 目標値 35 団体 目標値 団体

実績値 33 団体 実績値 42 団体 実績値 団体団体 実績値 32

ストック

/フロー
フロー 達成率 120 ％ 達成率

団体 実績値 34

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
16500 千円

最終現計

予算額
16500 千円

最終現計

予算額

97.1 ％ 達成率 91.4 ％ 達成率

16500 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 15376 千円 決算額 15464 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 1217

千円 決算額 15283 千円 決算額

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因
R7年度から公募事業に教育分野が新設され、学校関係の団体が教育分野へ応募するようになったため、環境分野への応募団

体数が減少した可能性がある。それでも昨年度から2団体の減少に抑えられており、概ね目標値を達成している。

総括

見直し方向性 維持

「三浦保」愛基金運営委員会の議論等を踏まえて対応する。



3

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

4

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

当初 事　項 環境保全先端研究設備整備事業費 予算主管課 環境・ゼロカーボン推進課

事　業

概　要
環境監視に係る分析機器を更新する。

始期 2021

終期

Ｋ  P  Ｉ

機器整備進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 100 ％ 目標値 100 ％

実績値 100 ％ 実績値 100 ％ 実績値 ％％ 実績値 100％ 実績値 100

100 ％ 目標値 100 ％ 目標値

千円

決算額 61160 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
73863 千円

最終現計

予算額
29386 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 100 ％ 達成率

32267 千円
最終現計

予算額

人 実績値 人人 実績値 3535

Ｋ  P  Ｉ

決算額 21109 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 15547

千円 決算額 16720 千円

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

計画どおり機器更新を実施しており、次年度以降も引き続き計画どおり実施する。

環境教育・学習参加者数　（体験型環境学習センター分除く）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 5000 人 目標値 5000 人 目標値 2000 人 目標値 2000 人

ストック

/フロー
フロー 達成率 34.3 ％ 達成率

人 実績値 2120実績値 1714実績値 312 人

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
3685 千円

最終現計

予算額
3727 千円

最終現計

予算額

42.4 ％ 達成率 176.8 ％ 達成率

3544 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 2846 千円 決算額 2904 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 196

千円 決算額 3348 千円 決算額

見直し方向性 維持

県マイスター制度及びえひめ環境大学の開催は、県民からのニーズも高く、KPIの達成は可能であると考え

る。昨年度の成果を踏まえ、KPIの確実な達成に向けて引き続き取り組んでいく。

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因

総括

当初 事　項 環境創造センター事業費 予算主管課 環境・ゼロカーボン推進課

事　業

概　要

環境創造センターの機能強化を図るとともに、専門的かつ高度な知識を習得するための

えひめ環境大学の開催や、環境学習等の場に専門的な知識や経験を有する「環境マイス

ター」の派遣等により県民の環境意識、知識及び意欲の向上を図る。

始期 2000

終期


